
熊本大学・大学院生命科学研究部（保）・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７４０１

若手研究

2021～2018

在宅認知症高齢者と介護家族のソーシャルサポート獲得ICT支援プログラムの開発

Development of an ICT support program for acquiring social support for old adult
 with dementia at home and caregivers.

４０３６６４６４研究者番号：

安武　綾（Yasutake, Aya）

研究期間：

１８Ｋ１７６４０

年 月 日現在  ４   ６ ２８

円     1,400,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、在宅認知症高齢者の介護家族のソーシャルサポート尺度を用いて評価する
ことを目的とした.
2020年度は、2019年度の調査結果をまとめ、研究協力者と関係機関、国際アルツハイマー学会等へ公表し、調査
地域の特徴と今後の課題を明確にすることができた。
2021年度は、地域のソーシャルサポートを掲載したICT環境を更新し、現況の活動状況を反映させ、COVID19感染
拡大により、地域のソーシャルサポートが減少していることなどの課題が明確になった.

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to evaluate the social support scale for 
families caring for elderly dementia patients at home using the Social Support Scale.
In FY2020, the results of the FY 2019 survey were compiled and presented to research collaborators, 
relevant organizations, and the International Alzheimer's Association to clarify the characteristics
 of the study area and future challenges.
In FY2021, the ICT environment listing social supports in the region was updated to reflect current 
activities and clarify issues such as the decrease in social supports in the region due to the 
spread of COVID19 infection.

研究分野：公衆衛生看護学

キーワード： 認知症　家族　介護者　ソーシャルサポート

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究協力者と関係機関、国際アルツハイマー学会等へ公表し、国際的にも調査地域の特徴と今後の課題を明確に
することができた。さらに、地域のソーシャルサポートを掲載したICT環境を更新し、現況の活動状況を反映さ
せ、COVID19感染拡大により、地域のソーシャルサポートが減少していることなどの課題が明確になった.一方
で、認知症高齢者介護家族の個々のニーズに合ったソーシャルサポートを、日常的に構築することの重要性を明
らかにできた。
さらに、地域住民がソーシャルサポートに容易にアクセスしやすいようICT技術を活用し、広くwebに公開したこ
とは社会的意義が大きいと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

厚生労働省によると 2025 年の認知症患者は現在の約 1.5 倍の 700 万人を超えると推計

されており,認知症になっても安心してくらせるまちづくりのために,地域包括ケアシステ

ムの構築が急務である.また,発症初期の在宅認知症高齢者を支える介護家族は,患者の言

動が認知症状であるということや介護が大変であることを,周囲から理解してもらえない

と感じ,社会的にも孤立し援助を求めにくい状態であり,早期診断・早期対応につながりに

くいことが明らかになっている. 

これまでの応募者の研究(H26-H28)によると,在宅認知症高齢者を介護する家族が適切な

ソーシャルサポートを獲得することで,家族の介護負担感が低下し,主観的健康感が高くな

ることが明らかとなった.そこで,在宅認知症高齢者の介護家族に対し,ソーシャルサポー

トを獲得する e-ラーニング支援プログラムを開発することは,在宅認知症高齢者の介護家

族が認知症を正しく理解し,適切な時期に適切なソーシャルサポートを獲得し,介護家族の

介護負担感を軽減させ,主観的幸福感を高めると考えられる. 

 

２．研究の目的 

在宅認知症高齢者の介護家族に対し,ソーシャルサポートを獲得するe-ラーニング支援

プログラムを開発し,プログラムの効果を 応募者が開発した在宅認知症高齢者の介護家族

のソーシャルサポート尺度を用いて評価することを本研究の目的とした. 

３．研究の方法 

1)在宅認知症高齢者の介護家族がソーシャルサポートを獲得するためのe-ラーニング支援

プログラム(案)の 予備的調査の後、本調査を実施した. 

2)在宅認知症高齢者の介護家族がソーシャルサポートを獲得するためのe-ラーニング支援

プログラム(案)の評価として ,介入群・対照群において, 応募者が作成した「在宅認知症高

齢者の介護家族のソーシャルサポート尺度」と,従属変数として介護家族のQOL・介護負担

感・抑うつ状態,認知症の行動・心理症状との関連を評価した. 

3)調査方法：web調査 

4)調査対象者：在宅で生活する認知症の方のご家族36名,対象者の管轄地域包括支援センタ

ー5ヶ所 

４．研究成果 

研究協力者と関係機関、国際アルツハイマー学会等へ公表し、国際的にも調査地域の特徴

と今後の課題を明確にすることができた。また、地域のソーシャルサポートを掲載した ICT

環境を更新し、現況の活動状況を反映させ、COVID19 感染拡大により、地域のソーシャルサ

ポートが減少していることなどの課題が明確になった.一方で、認知症高齢者介護家族の

個々のニーズに合ったソーシャルサポートを、日常的に構築することの重要性を明らかに

できた。 

さらに、地域住民がソーシャルサポートに容易にアクセスしやすいよう ICT 技術を活用



し、広く web に公開したことは社会的意義が大きいと考える。 
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